
2025 年度 神戸市政策会議 概要 

 

開催日時 2025 年９月１日（月）14 時 00 分～14 時 30 分 

出 席 者 

市長、副市長、企画調整局長、企画調整局副局長、企画調整局政策

課長、行財政局長、行財政局副局長、行財政局財務課長、環境局長、

環境局副局長、環境局部長（施設課長事務取扱）、環境企画課長 

議 題 クリーンセンター等の将来整備計画／ごみの減量・資源化の推進 

提案概要 

○クリーンセンター等のごみ処理施設は今後、施設の寿命や老朽化

による更新・大規模改修のタイミングを迎える。 

○昨年度より、人口の推移や新たな減量施策も考慮したうえで、将

来的な市域全体のごみ処理体制について検討を行っており、今回

はその延長線上として、方向性を確認する。 

 

＜クリーンセンター等の将来整備計画＞ 

・長期的・総合的な視点から、市有敷地を最大限活用し、施設の計

画的かつ持続可能な更新を行う。また、国費を可能な限り獲得す

ることで財政効果を生む。 

・あわせて人口の推移や減量施策も考慮したうえで、施設の最適な

配置について検討する。 

・今後整備が必要な施設については、コストやリスク管理、民間活

力の導入等、様々な観点から、他都市における整備状況や整備手

法等も調査・研究しながらメリット・デメリットを整理し、整備・

運営手法を比較検討する。 

 

＜ごみの減量・資源化の推進＞ 

・今後、焼却施設の整備に対する補助金（循環型社会形成推進交付

金）の交付にあたり、資源化・減量化が条件となってくることか

ら、財政負担を最小限に抑えるため、その方策について検討を進

める。 

・具体的には、家庭系においては製品プラスチックのリサイクル、

事業系においては資源紙やプラスチック類のさらなる資源化推進

等を検討する。 



会議結果 

(主な意見 

等を含む) 

全体的な方向性については了。次年度予算の編成に向けて継続して

議論を行うこと。 

 

＜クリーンセンター等の将来整備計画＞ 

・全体的なあり方や具体的な整備手法については、市有敷地の有効

活用や国費の獲得、減量・資源化等の状況を考慮しながら、検討

すること。 

 

＜ごみの減量・資源化の推進＞ 

・市民や事業者の負担も考慮しながら、ごみの減量・資源化の方策

を検討すること。 

 


